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住まい手 プロ（住宅供給者） 

なぜ情報発信が必要か？ 

なにを情報発信するか？ 
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新築住宅におけるH11省エネ基準適合率※の推移 

※2010年度までは「住宅の断熱水準別戸数
分布調査」による推計値、2011年度は住宅エ
コポイント発行戸数による推計値（暫定値） 

出典：社会資本整備審議会建築分科会建築
環境部会省エネルギー判断基準等小委員会 

等合同会議（H24.9.4）第１回配布資料 
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１．住まい手の意識 
『住生活に関する国民アンケート～未来の「住まい」を考える～』 
 国土交通省H22年調査 より 

■今後の暮らし方・住まい方に対する関心度 

『住まい手』 の意識 と『プロ(供給者）』 の認識 

「エコ住宅での暮らし」に対する興味・関心（「是非やってみたい49.7%」+「一度はやってみたい35.4%」=85.1%）
が最も関心度が高い。 
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「省エネ性」「バリアフリー性」などの性能面については、全体の６割強が「非常に不満、やや不満」と評価してい
る。「断熱性や気密性」についても約半数（52.7％）が不満としている。 

■現在の住まいに対する満足度 
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性能面では、「採光・通気性」、「省エネ性」、「耐震性」などを重要視している。 

コスト面では、建設費などのイニシャルコスト（初期投資）よりも、光熱費などのランニングコスト（維持管理費
用）の安さを重要視する傾向が見られる。 

■理想の住まいを実現するために重要視するもの 

初期費用を重
要視する割合
は低い。 

省エネ性を重
要視する割合
は高い。 



２．供給者側の認識 ：中小工務店920社アンケート 
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■省エネ基準適合住宅を供給できなかった理由（供給の意思はある：90.9％） 

国土交通省調査「住宅の省エネルギー基準に関する断熱水準別戸数分布調査」より 
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■省エネ基準適合住宅を供給する意思のない理由 

国土交通省調査「住宅の省エネルギー基準に関する断熱水準別戸数分布調査」より 

顧客に受け入れられ
ないと思う理由 
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HEAT２０・2011年度報告会「3.11震災後、建設業界はどう変わったか」安達功/日経BP社より 

安達氏コメント 
『実務者と発注者（消費
者）で乖離』⇒価値観の変
化に情報提供が追いついて
いないのでは？ 

住まい手 

供給者 

価値観の共有 
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●展望：２０１０年度報告 

●住宅断熱による健康・快適：２０１０年度報告 

■住宅断熱化に関して 

●断熱がもたらす住宅の魅力 

：２０１０年度報告 

●住宅の性能水準：２０１１度報告 

断熱・省エネ技術に関する考え方や疑問に対する情報発信 



■設計・施工技術に関して 
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H11 熱貫流率U
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暖冷房エネルギーの最小化を
図るためには・・・

気候区分及び
夏期・冬期を考慮した、
U値、η 値の再設定が必要

熱貫流率
U
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η

開口部（Ⅳ地域の場合）

温暖地

寒冷地

●窓の設計：２０１０年度報告 

寒冷地・温暖地

冷房エネルギー：削減効果あり。

暖房エネルギー：増加する。
→日射熱の壁体等からの流入熱が抑えられるため

蒸暑地

年間では
マイナス効果

暖房負荷が大部分を
占めるため

年間で
プラス効果

冷房負荷が大部分を
占めるため

【遮熱材の効果】

●断熱と遮熱の違い：２０１０年度報告 

●工法提案、断熱コスト 

：２０１１年度報告 

●目標水準（EB,NEBの観点） 

：２０１１年度報告 
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●断熱改修工法：２０１０年度報告 

●夏季の居住環境と断熱：２０１１年度報告 

■設計・施工技術に関して 

●部分断熱改修：２０１０年度報告 



■施策、提言など 
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●住宅ストックにおける断熱化効果予測 

：２０１１年度報告 

●海外の省エネ施策：２０１０年度報告 

●改正省エネ基準 
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住まい手向けのパンフレット＝住宅供給者が住まい手と一緒に 
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HEAT20ホームページ 

住まい手のため
のページ 

プロ（供給者）
のためのページ 

パンフレッ
トの内容が
見られます。 
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購入申込み
はこちら 
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断熱改修等のエコリフォームのアドバイスや効果をゲーム感覚で確認 

(一社)日本建材・住宅設備産業協会【エコリフォームWebシミュレーター】のリンク許諾を得ています。 
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こんな現象はありませんか？・・・対策を一緒に確認 
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部位別断熱改修工法の解説 
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アニメで断熱のお勉強 

(一社)日本建材・住宅設備産業協会【児童向け学習アニメ「暖かい家の作り方」】のリンク許諾を得ています。 
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プロ向け情報：報告会資料 
今後は、評価WG・設計WGの成果も随時掲載する予定 



  普及情報WG報告 23 HEAT 20 

作用温度 
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同じ暖房温度でも、断熱水準により作用温度が大きく異なり、
断熱水準を向上させるほど暖房設定温度に近づく。 

東京、部分間欠暖房、1月30日6時 

 体感温度の向上 
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（2011年度報告会） 
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全室の作用温度が15℃以上となる割合  期間を通じた全室の 

 温度環境改善 

暖房期間を通じて全室の最低作用温度が15℃以上となる割
合が８０％以上となるのはQ=1.9水準以上であり、H11水準で
は約６５％の割合である。 

東京、部分間欠暖房、暖房期間全時刻・全室 
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（2011年度報告会） 

 新たな指標  
 による表示 



  普及情報WG報告 25 HEAT 20 

橋渡しのための情報提供 

正しい考え方、技術情報の提供 

パンフレット 

ホームページ 
 〈一般の方々向け〉 

 〈建築実務者向け〉 

【評価WG】 【設計WG】 

設計ガイド 
ブック 

『住まい手』 の意識 と『プロ(供給者）』 の認識 

断熱・省エネ技術に関する考え方や疑問
に対する情報発信 

→ずれ 

（２０１３年発行予定） 


